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理が論じられている。特に、府県史編纂事業
と府県庁の記録管理との相関についての説
明には、ウェートがおかれている。終章で述べ
られるアーカイブズの〈力〉では、「郷土資料」
として国民統合、体制擁護に働く〈力〉は政府
にとって有効なものであったが、「証拠」として
批判・攻撃の材料となり、統合・統制を妨げる
〈力〉は有害であり、それゆえ行政アーカイブ
ズの公開は、限定されたものになったとする。そ
の時から半世紀以上経過した現在、「統合・
統制」への考え方が変化する中で、公文書
管理法制定の中で、アーカイブズの〈力〉は、
政府や国民にとって有効な〈力〉へと方向づけ
られることになるのか、そのためにはどのような
環境整備が必要なのか評者にとっては、大い
に関心のあるところである。
　最後に、本書の対象と構成について触れて
おきたい。本書は、11編の論文の再構成であ
り、初出を尊重し大きな改稿はせず、それぞれ
の章独立での通読性を考えて、そのままにした
とされている。そのため、全体の通読性から見
た場合に、前後の関係が把握しにくい箇所が
ある。特に第二編と第三編は、各章で相互に
関係し合う部分が多く、読みづらい感じを持っ
た。止むを得ないこととは思いながら、せっかく
の論の展開が、弱まるようで残念な気がした。
また、終章のタイトルが、「アーカイブズ制度
への序章」となっていることも、なぜ終わりに「序
章」が来るのか気になった。しかし、著者は、こ
の章で図書館における「行政記録の公開」
を述べ、そこから展開した日本で最初のアーカ
イブズ施設である山口県文書館を紹介した。
これをアーカイブズの出発点と捉え、新たな
アーカイブズが展開されて行くことの著者の期
待が込められていると理解した。更にいうなら、
本書の終わりに置かれたこの「序章」は、著者
のアーカイブズにかかわる新たな論文への序
章とも、評者には思えるのである。
書評｜太田富康『近代地方行政体の記録と情報』｜渡邉佳子067
